
札
幌
市
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

●
事
務
事
業
の
見
直
し
で
環
境
負
荷
を
低
減

札
幌
市
は
、
十
一
月
二
十
二
日

付
け
で
国
際
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
」の
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」と
は
、

事
業
活
動
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
す
よ
う
に
、
常
に
事
業
の

点
検
や
見
直
し
を
行
い
、
改
善
を

図
っ
て
い
く
仕
組
み
（
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
こ
と
。

今
後
も
、
年
一
回
の
定
期
審
査
と

三
年
に
一
回
の
更
新
審
査
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
だ
け
で
は
な
く
、
下
水

処
理
場
や
清
掃
工
場
な
ど
出
先
施

設
も
含
め
た
全
庁
を
対
象
と
し
て

い
る
の
は
、
政
令
指
定
都
市
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

認
証
取
得
に
向
け
、
昨
年
、
市

で
は
環
境
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
事
務
室
で
の
日

常
業
務
や
土
木
・
建
築
工
事
で
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
こ
と
、
処
理

施
設
な
ど
で
環
境
汚
染
の
危
機
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
、
具
体

的
な
環
境
目
的
・
環
境
目
標
を
設

定
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
回
の
取
得
を
出
発

点
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
事
務
事
業
の
継
続
的
な
改
善
・

効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
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担
当
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第
一
回
札
幌
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
賞
決
ま
る

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
活
動
を
表
彰

「
札
幌
市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

賞
」
の
受
賞
団
体
が
、
こ
の
ほ
ど

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
だ

れ
も
が
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
の
推
進
に
関
し
て
、

優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

相
互
扶
助
・
理
解
の
促
進
な
ど
ソ

フ
ト
面
の
取
り
組
み
に
着
目
し
た

表
彰
を
実
施
す
る
の
は
、
政
令
指

定
都
市
で
は
初
め
て
で
す
。

第
一
回
目
の
今
年
は
、
公
募
の

結
果
、
十
六
団
体
の
応
募
が
あ
り
、

最
優
秀
賞
一
団
体
、
優
秀
賞
二
団

体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
決
定
に
当

た
っ
て
は
、
気
軽
に
助
け
合
う
環

境
づ
く
り
や
将
来
性
な
ど
を
審
査

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

＜

最
優
秀
賞＞

「
む
く
ど
り
ホ
ー

ム
・
ふ
れ
あ
い
の
会
（
南
区
）」

＝

障
害
の
有
無
を
超
え
て
触
れ
合

え
る
場
を
提
供
し
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
た
り
、
気
軽
に
助
け
合

う
環
境
づ
く
り
を
行
っ
た
り
す
る

な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

＜

優
秀
賞＞

「
札
幌
開
成
高
校
ユ

ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ（
東
区
）」＝

知
的

障
害
が
あ
る
小
中
学
生
を
学
校
に

招
き
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
相
互

理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。「
北
野
地
区
福
祉
の
ま
ち

推
進
セ
ン
タ
ー
（
清
田
区
）」＝

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
宅
へ
の
訪

問
や
、
中
学
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
を
促
す
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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福
祉
施
設
課
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２１１
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Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
実
験
を
実
施

●
実
用
化
に
向
け
た
活
用
策
を
検
証
し
ま
す

公
共
施
設
の
利
用
な
ど
に
使
え

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用
実
験
を
二

月
上
旬
か
ら
三
月
下
旬
ま
で
、
七

万
人
規
模
の
モ
ニ
タ
ー
の
協
力
で

実
施
し
ま
す
。
こ
の
利
用
実
験
は
、

国
の
「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
装
備

都
市
研
究
事
業
」
の
一
環
で
、
行

政
の
Ｉ
Ｔ
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
で
す
。
今
回
得
ら
れ
た
運
用
情

報
を
基
に
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
機
能

性
や
将
来
性
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
に
導
入
す
る

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
運
用
に

も
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
地
下
鉄

料
金
の
支
払
い
を
は
じ
め
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
実
験
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
個
人
を
認
証
す
る

実
験
を
次
の
五
つ
で
行
い
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

＝

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
端
末
で
、
登
録
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
な
く
体
育
施
設
を
予
約

す
る
。

②
図
書
館
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス＝

図

書
の
貸
し
出
し
や
、
自
宅
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
験
デ
ー
タ
を

使
用
し
た
蔵
書
検
索
を
行
う
。

③
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス＝

市
の
入

札
（
模
擬
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
行
う
。

④
敬
老
パ
ス
サ
ー
ビ
ス＝

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
者
が
、
地

下
鉄
南
北
線
改
札
を
通
過
す
る
。

⑤
市
民
交
流
支
援
サ
ー
ビ
ス＝

Ｉ

Ｔ
に
つ
い
て
自
己
学
習
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
。

■
利
用
実
験
モ
ニ
タ
ー
募
集

①
と
②
で
募
集
し
ま
す
。
す
で

に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
図
書
館
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

募
集
期
間
１
月
下
旬
ま
で
。

※
詳
し
く
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
お
問
い

合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
�（
８１６
）７
９
１

２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細

情
報
政
策
担
当
課
�（
２１１
）

２
１
８
４

サ ッ ポ ロ シティー カ ー ド

SAPPORO CITY CARD

１２月に授賞式が行われました

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
記
憶
容
量
が
大
き
く
、

安
全
性
や
多
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た

次
世
代
カ
ー
ド
で
す
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